















































































































































































































































































こ だ ま 第１５６号 ２００５年４月１日
－ ５ －
石垣 靖人（薬学部）
① 生命科学
② 読書と雑談
③ さしあたり司馬遼太郎が
好きで，中でも『坂の上
の雲』と『ひとびとの跫
音』が清明で好みにあい
ますし，お薦めできます
④ 私は本学の卒業生で，当時金沢城内にキャ
ンパスがあり，講義の合間にはよく城内をぶら
ぶらしていました。どこからか楽器の音色や発
声練習が聞こえたりする入口から足を踏み入れ
ると，静かで落ち着いた図書館がありました。
そのうち足繁く通うようになり，書架の間をさ
まよいつつ，いろいろな本を読み散らかしまし
た。ポーリングの化学結合論などは，よく理解
できないくせに何かに惹かれて何度も手に取っ
たものです。
薬学部の専門的な講義や実習が増えると忙し
くて図書館へあまり行かなくなりました。その
うち，ある講義を受けていたときに先生のお話
が理解できないことがありました。先生はいつ
にもまして熱心に話されるのですが，どうして
も背景にある何かがわかりません。暗記さえす
れば試験は合格できたのでしょうが，ついにフ
ラストレーションに負けて久しぶりに図書室で
専門書を読んでみました。はじめはちんぷんか
んぷんでしたが，我慢して読んでいるうちに書
かれている薬の作用機構が何となく分かり始め
ました。と，突然先生が何をおっしゃっていた
のかはっきりと判ったのです。実は先生は教科
書の枠をこえて研究成果を話していたのですが，
専門書の知識と合わさって隅々まで私の理解が
行き届くと共に，作用機構を調べた研究者の探
求心に衝撃すら覚えました。ひとつの薬の働き
を調べることのおもしろさが私にも伝わった瞬
間でありました。この時の興奮が，やがては研
究の道へ進むひとつのきっかけになったのでは
ないかと思うことがあります。
④ご入学おめでとうございます。図書館は何
かを調べるためだけに行くところではありませ
ん。何となく一人でぶらぶらするところでもあ
ります。知識はインターネットで高校生でも集
めることができますが，大学生に必要な知恵は
図書館で独り過ごす時間や経験に基づく様々な
対話からはぐくむもののようにも思います。ど
うか，せっかくの自分を大切に育てていってく
ださい。
香川 博之（工学部）
① スポーツ工学
② 畑仕事とスポーツ
③ 『岩波数学公式Ⅰ～Ⅲ』
森口繁一・宇田川久・
一松信 岩波書店
いくら授業で新しい理論や
モデルの考え方を習っても，数学嫌いの私にと
って式の変形，積分，△□☆などは大問題でし
た。時間を大きくロスするだけではなく，とき
には解析自体をあきらめるということがよくあ
ったのを思い出します。こんなときに出会った
のが，ここで紹介する公式集です。自分が考え
つく程度のモデルの解析に必要な公式であれば，
たいてい３冊のどこかに載っています。数値計
算を多用するようになったご時勢ですが，いま
だにたいへん重宝しています。みなさんも，自
分だけの数学者を書棚に招待してはいかがです
か。
④ ルーズでしかも思いつきで行動することが
多かったので，図書館の利用時間外によく無理
を言って入れていただいたのを思い出します。
最新の論文はほとんど学科の図書室のようなと
ころにあって，今はいつでも参照できますが，
私が学生のころは図書館に行かないと閲覧でき
ませんでした。無理を言った見返りではありま
せんが，人手不足のときに搬入や並べ替え，文
献複写依頼の書類作成などを手伝っていました。
これからは，ネットで文献を手に入れられる時
代がくるようですので，図書館のイメージも変
わってくるんでしょうね
⑤ 実験レポート作成などで，高学年になれば
なるほど利用機会が増えると思います。授業で
指定されている参考書などは多くの人が使いま
すが，返却期限を守らなかったり，ときには紛
失したりする心無い利用者がいたりして，困っ
ている学生を見かけることがあります。自分だ
けでなく，他の学生も気持ちよく効率的に利用
できるように心配りをしましょう。また，必要
な書籍が見つからないときには司書の方に積極
的に相談するといいですよ。
金沢大学附属図書館報
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